
この４か月間に、会員の皆さんの転倒による傷害事故が７件発生し

ています。転倒により骨折した方もおり、日々の生活に大きな支障が

出る事態も発生しています。

　そこで、皆さんに緊急の要請です。以下の対応策をお読みいただき、今一度、回りの状況、

普段の行動を見直していただきますようお願いします。

☆ 対応その①　 段差・障害物に気を付けましょう

  ～つまずきの要因（具体例）～

段差、床のくぼみ、椅子、机、ベッド、車止め、縁石、突起物、配線、ホース、マット、

排水溝、ごみ箱、モップ、すのこ等

☆ 対応その② 　乱雑さを解消しましょう

  歩行箇所に存在するあらゆるものがつまずきの引き金となっています。

通路・階段・出口にものを放置していませんか？

～つまずきの要因（具体例）～

シーツ、小石、台車、ひも、落ち葉、粉、段ボール、鞄、シート、ビニール袋等

整理（Ｓ）・整頓（Ｓ）・清掃（Ｓ）・清潔（Ｓ）の頭文字を取った４Ｓを

意識しましょう

☆ 対応その③ 　濡れを解消しましょう

  ～すべりの要因（具体例）～

水、雨、凍結、雪、マット、シーツ、シート、小石、落ち葉、粉、スロープ、油、野菜くず、

洗剤、ワックス等

☆ 対応その④ 　下り歩行時の「すべり」に注意しましょう

　事故は下り方向で多く発生しています。

 

より危険

大きな段差、傾斜面は

危険と気づきやすい

小さな段差・僅かな

傾斜は気づきにくい

〇整理・整頓・清掃・

清潔を進めましょう

〇仕事場では、歩行箇所にある濡れは

すぐにふき取るようにしましょう。

歩いてなくても斜面に

平行に転がろうとする

力が働いています。

濡れ等により摩擦が

減り滑りやすさが増

します。
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濡れ

☆ すべりやすい歩行面では

① 急がない ② 狭い歩幅で歩行 ③ 靴裏に体重を押し付けて歩く



☆ 対応その⑤　 階段の下りは始めと終わりに注意しましょう

　階段では、歩幅を階段の寸法に合わせる必要があります。

このため、歩幅が変わる下り始め、次に歩幅が変わる階段の下でバランスを崩す等の事故

が多くなっています

　 　

☆ 対応その⑥　適切な「靴」を選びましょう

すり減っている

階段の根元は見え

ていない（死角）

見えてる範囲は狭い

視線
● 階段を下りるときはゆっくり

● 手すりを使用しましょう

● 両手に荷物を持って下ることは避けましょう

① 屈曲性

② 重量

③ 重さのバランス

④ つま先部の高さ

⑤ 靴底の耐滑性✖ 〇


